
 

 

平成２８年度 第７回（震災後 第７１回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 in 栃ヶ沢アパート 

平成 28年 10月 14日(金) 13:30～15:30 

                         県営栃ヶ沢アパート 集会室 

次  第 

◆テーマ 

「 県営栃ヶ沢アパートの「未来」についてはまってけらいん、 

かだってけらいん 」 

１ あいさつ 

   陸前高田市 民生部長兼保健課長 菅野利尚 

２ 内容 

（１）未来図会議のめざすこと ～一人ひとりが元気になる地域づくりに向けて～ 

陸前高田市地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏 

（２）報告 

 報告 「"県営栃ヶ沢アパートミーティング"の取組について」 

     岩手県沿岸広域振興局大船渡地域振興センター 復興推進課長 米内敏明氏 

 報告 「災害公営住宅中田団地自治会の「顔と顔が見える」自治会活動」 

     陸前高田市民生部保健課 保健課長補佐兼保健係長 尾形良一 

 報告 「各関係団体から ～こんなことが始まっています ＆ できます～」 

（３）グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」  

⇒テーマ：栃ヶ沢アパートの居場所づくり、健康づくりを進めるためには？ 

・今日の感想や震災前、もしくは震災後の各地域での取組みなどをお話し

しながら、できていたことをどう仕掛けていけるか未来を語りましょう。 

３ その他連絡・アナウンス  

 

【事務局：陸前高田市民生部】 

 ※次回（第７２回）：平成 28 年 11 月 11 日（金）13：30～15：30  

   ◆11 月メインテーマ（仮）：  

子どもたちが希望を持ち、元気に育つ陸前高田づくりに向けて（2016秋） 

～子ども・子育て環境と取り巻くそれぞれの現状とこれから～ 

◆会場：市役所４号棟 3 階 第６会議室 

平成 28 年度未来図会議年間テーマ 

私から始める他人（ひと）ごと意識の解消 ～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践～ 

 



 

平成２８年度の陸前高田市保健医療福祉未来図会議（月１回）の予定 

 

○日程と月別テーマ（予定） 

  H28 年：  12/16（金）第 73回 

(仮)エンド・オブ・ライフケアと地域コミュニティ 

～地域でその人らしく最期を迎えるために～ 

   

 H29 年：   1/20（金）第 74回 

2/17（金）第 75 回    ※検討中（第２回はまかだスポットマップ作成） 

3/17（金）第 76回 

      

 

 

 

○会議の趣旨 

  住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人の健康で文化的な生活及びノーマライ

ゼーションという言葉のいらないまちづくりの実現を目指し、震災のからの復興に向けた地域

にとってよりよい体制づくりに寄与し続けられるよう、保健医療福祉分野の視点から中・長期

的な展望を議論する。 

 

○大きな方向性 

・ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの推進 

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進 

・ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合・実践 

・市民・他分野機関との協働、未来図（計画）策定 

・居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議メーリングリスト 

◆こちらまでお知らせください。 

   http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c 

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c
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                                平成 28年 10月 14日（金） 
                                陸前高田市保健医療福祉未来図会議資料                                                           
                                岩手県沿岸広域振興局県大船渡地域振興センター 

                                 

「県営栃ヶ沢アパートミーティング」の取組について 

岩手県県土整備部が陸前高田市高田町に整備・管理している「県営栃ヶ沢アパート」は、

県内一の規模（301室）であることから、多くの入居者の皆様が新たな生活に円滑に移行し、

皆で支えあいながら暮らしやすい生活を実現していくための必要な支援について、協議・調

整を行うことを目的に、本年４月から行政や支援団体が連携し「県営栃ヶ沢アパートミーテ

ィング」として、様々な取組を行うこととしたところです。 

これまで、本年７月中旬の内覧会での交流会や入居予定者説明会での住民サービス等の説

明を行ったほか、９月下旬から 10 月始めにかけて「顔合わせ」を、“ブロック”ごとに延べ

６回開催させていただき、対象世帯の約９割の入居者の皆様が参加しました。 

 今後、支援が必要な方々への行政等のサポートとともに、当面、住民の皆さんが主体とな

ったコミュニティ(※)の再生に向けて、必要なサポートを行うこととしています。 

※（地域）コミュニティ：居住地域を同じくし、利害をともにする共同社会（大辞泉） 

 

１ 県営栃ヶ沢アパートの概要について 

 (1) 戸数等 

  ○ ＲＣ造 北棟８階建 150世帯、南棟９階建 151世帯 合計 301世帯 

  ○ 集会所 別棟１階（集会室、和室など） 269.16㎡（≒81.56坪） 

 (2) 工期等 

  ○ 工 期 Ｈ26.10～Ｈ28.６（完成） 

  ○ 内覧会（集会室）  Ｈ28.７.10 

  ○ 入居予定者説明会（市コミュニティホール） Ｈ28.７.13 

  ○ 入居時期 Ｈ28.８.1カギ渡し開始  

 (3) 入居対象者及び申込み状況 

  ○ 陸前高田市内各地域及び市内外で被災された方 

○ ３次募集段階 220世帯、随時募集（７月 11 日～開始）、鍵渡 188世帯（８月 12 日現在） 

 

２ 県営栃ヶ沢アパート関係者によるミーティングについて 

(1) 設置目的及び開催状況 

 県、市、関係団体が、今後想定される栃ヶ沢団地入居者の行政区設置からコミュニ

ティ形成、見守り・生活支援活動等についての情報の交換や共有を図り、それぞれが

連携して支援を行うことを目的としています。 

 



2 

 

 

・支援を必要とする 

住民への行政サポート 

・住民主体の 

コミュニティ再生 

？ 

 (2) ミーティングメンバーと主な役割 

         
 

 

 
 
 
 
連携・協力 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
連携・協力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 顔合せ（計６回）で参加者から出された主な課題について 

 

 ○ 来客用駐車場の利用 

 ○ 集会所の利用ルール 

 ○ 郵便ポストの設置 

 ○ ゴミ出し時の行政区名称 

 ○ 廃品回収の取組 

 ○ 冬期の雪かき 

 ○ 避難訓練の実施   など 

        

 

 

 

       解決するためには・・・ 

【陸前高田市】 

・総務課（行政区設置） 

・保健課（健康教室・相談、介護予防教室、家庭訪問） 

・地域福祉課（緊急通報装置、配食、見守り） 

・被災者支援室（被災者生活再建支援補助） 

・建設課（市営住宅での自治会設立） 

・まちづくり戦略室（コミュニティ施策） 

公
営
住
宅
で
の
住
み
よ
い
暮
ら
し
へ
！ 

【関係支援団体】 

・陸前高田市社会福祉協議会（訪問・傾聴・交流サロン）  

・陸前高田まちづくり協働センター（まちづくり支援） 

・陸前高田市復興支援連絡会（仮設住宅等コミュニティ支援） 

・岩手大学三陸復興・地方創生推進機構（被災地コミュ

ニティ再生、アドバイザー） 

県営栃ヶ沢 
アパート 
入居者の 
皆さん 

【岩手県】 

・大船渡地域振興センター（事務局） 

・大船渡土木センター（県営住宅管理） 

・県土整備部建築住宅課（県営住宅建設） 

・岩手県建築住宅センター（指定管理者） 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

(2) ミーティングメンバーと主な役割 

？ ？ 

？ 

？ 
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災害公営住宅中田団地自治会の「顔と顔が見える」自治会活動 

 

2016.10.14 自治会長 中井力 

 

１ 基本情報（鉄筋コンクリート 8階建て 1号棟と 2号棟に分かれている） 

 （１）入居戸数・人数：全 197 戸中、130 戸、約 250 名が入居中（H28.7 月現在） 

（２）入居者の特徴：ペット棟があることもあり、市内各地から人 

         が集まっており、顔見知りが少ない 

   主に 60～70 代が多く、高齢化率は約 38％、 

90 代の独居者もある 

 （３）班体制：全 27 班を建物の縦層での班体制ではなく、各階の 

横軸ごとの班体制としている（各班 7~８世帯） 

→※写真のとおり横が 150m にもなり、エレベータを 

はさんで 3 班ずつ設けている（図１） 

 （４）自治会費：1,500 円/月（共益費含む）で、各班長（2 ヶ月毎に交代）が毎月徴収し会計に納めている 

        →※20 日までに入居の人はその月から、21 日以降入居の人は翌月から納める 

         集会場利用料を設定：半日単位 300 円（1 日は 500 円） 

 

２ 自治会設立までの経緯 

  平成 27 年 11 月：中旬より入居開始（※入居者同士、誰がいるのかわからないまま） 

市役所建設課とともに自治会役員の人選進めるが、3 回集っても決まらない状態･･･ 

12 月 1 日：総会開催 

 →会長を引き受け、副会長や会計などを決定、班長体制や、後に婦人部、青年部を設立 

  入居者の状況がわからないため、入会届を各家庭から提出を求める 

  （※自治会活動のみに使用する約束で、世帯主のほか家族は名前、年齢を確認） 

 

３ 自治会設立後の活動（活動する上で大切にしていること、工夫していることなど） 

・顔と顔をあわせ、声をかけることを基本ルールにした（２号棟店舗スペースはこれから：図２、３） 

  →班長は、週１回単にポストに書類等を入れるのではなく、声をかけながら手渡しし、郵便物などたまって

いないか、変った様子などはないか、顔をあわせて声をかけあうことでお願いしている 

    

 

図１ 中田団地１号棟全景 

図２ 中田団地２号棟全景 図３ ２号棟 1階部分（店舗スペース） 



  →震災を受けての悩みなど、いろいろな背景を持った人がいることから、みなさんで顔を合わせたり、声を

かけあい、同じフロア内でも気軽に声をかけあえる関係づくりに努めている 

 ・婦人部や青年部の活動による各種「集まる場」の企画（図４） 

  →集会場（図５）を活用した新年会、お花見会（入居者による大正琴、踊り、チンドン屋の発表など）、 

はまらっせん農園、ＢＢＱ会、避難訓練・講習会（高層階からの避難方法やＡＥＤなど）、一斉清掃 

（草取り）、月見会（秋まつり）、団地敷地内のベンチ作成会（図６）、集会場の各種物品整備 

･･･それぞれの得意分野、つよみを活かした活動、女性のもつネットワークとつながりの力の大きさ 

  ※Ｈ２８年 5月に開催されたお花見会の様子は別紙（岩手日報 5/23、東海新報 5/24の記事）を参照 

   

  

   

 

５ 活動する上での課題、難しいこと 

  ・個人情報、プライバシー保護の問題（非居住者からの照会への対応） 

  ・お花見会などの自治会行事の程度・頻度 

  ・自治会外部（市役所、ＮＰＯほか）からの各種イベントや教室、相談等の開催にかかる対応 

・引きこもり、孤独死予防（集会場への参集型ではなく、訪問型の活動が展開できないか） 

・施設電気代（当初 25 万/月 → 各階の電気使用量のコントロール（図７）により 8 万/月まで圧縮） 

・高気密な建物ならではの課題（窓を閉め切ると外の音が聞こえない、換気扇を使うと玄関が開かない） 

  ・区長、自治会長兼務体制（集会場利用にあたってのカギの管理ほか） 

６ そのほか 

  ・役員、班長、女性部、青年部などによる打ち合わせの機会の設定 

・今後の自治会の継続性（役員の引き継ぎ体制含む） 

・自治会費未納者への関わり方 

  ・市内他自治会との連携、情報交換 

  ・市役所民生部、社会福祉協議会との「市民交流プラザ」の進め方 

  以上  

図５ ２号棟２階にある集会室 図４ 婦人部企画お茶っこ飲み会チラシ 

図６ 1 号棟ピロティにある手作りベンチ 

図７ 自転車置場の照明 
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AIDS文化フォーラム in陸前高田プログラム
13:00～13:10 オープニング：主催者・関係者あいさつ

13:10～14:20 はまかだトーク：ともに走ろう、ゴールは一緒
脳性まひの障がいがある熊谷晋一郎先生と

「自立は、依存先を増やすこと」、「希望は、絶望を分かち合うこと」
について考えます

熊谷晋一郎 東京大学先端科学技術研究センター准教授
戸羽 太 陸前高田市長
長谷川順一 一般社団法人陸前高田青年会議所理事長
岩室 紳也 陸前高田市地域包括ケアアドバイザー

14:20～15:00 いま、若い世代に伝えたいサバイバルガイド
コミュニケーション・ネット・デートDV・HIV/AIDS・失恋

上村茂仁（産婦人科医） 岩室紳也（泌尿器科医） 佐々木亮平（保健師）

15:00～15:30 はまかだライブ：ともに歌おう 「ありがとう」
みんなで手話で歌いましょう

シンガーソングライター まっと （陸前高田市在住）

高校生ボランティア募集中！！
広報活動・資料配布や会場準備、案内、片付けなどを手伝って
くれる高校生を募集しています。参加者には後日、高校を通じて
ボランティア証明書を運営委員会から発行します。
参加できる方は、①学校名、②学年、③氏名を明記
の上、このメールアドレスに申し込んでください。

※当日は８時半現地集合・16時半頃解散
となりますので昼食を持参してください。

同日開催：陸前高田応援マラソン
AIDS文化フォーラム in 陸前高田も走ります

ノーマ・はまかだスポット展示コーナー
地域、関係団体の取り組み募集中

フォトジャーナリスト 安田菜津紀スライドショー
HIVと共に生きるカンボジアの人々／復興へと歩む陸前高田の人々

「はまってけらいん、かだってけらいん」って何？
「はまってけらいん、かだってけらいん」＝集まって、
一緒にお話をすることでお互いが元気になっていくこと
を推進している運動です。

陸前高田市では、性別や年齢の違い、病気や障がい
の有無にかかわらず、『誰もが住みやすいまちに』
するため、ノーマライゼーションということばの
いらないお互いさまのまちづくりを推進しています。

表紙イラスト：母袋秀典

問合せ先
〒029-2205陸前高田市高田町字鳴石42-5
陸前高田市役所保健課 ℡ 0192-54-2111

rikuzentakatajc@yahoo.co.jp








